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病 院 の 理 念

わたしたちは

患者さまひとりひとりの人権を尊重し

思いやりの心を持って

安心と信頼の医療を

提供します

病院運営の基本方針

1.  患者さま中心の医療

2.  専門知識及び技術の向上

3.  チーム医療の推進

4.  地域医療連携の推進と地域への貢献

5.  経営基盤の安定
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熊本再春医療センター医療連携室だより

K U M A M O T O  S A I S H U N  M E D I C A L  C E N T E R
熊本再春医療センターホームページ　https://saisyunso.hosp.go. jp/

令和２年  第１号

当院入院中のＩ様から最新作のCGを戴きました。Ｉ様、いつも有難うございます。
新型コロナウイルス感染症により、じっと耐えてがんばっている皆様への心強いメッセージが
とても励ましになります。文字もマウスを使い丁寧にCGで描いています。
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1．院長あいさつ

2．新病院建替進捗（Ⅲ期工事）

3．病棟・部門紹介【６階病棟】

4．開放型病院登録医紹介【みやの小児科】

5．病棟・部門紹介【臨床検査科】

6．開放型病院登録医紹介【なみかわ小児科】

7．中止となったイベントのお知らせ

8．新任スタッフ紹介
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　昨年末に中国武漢市で初めて確認され

た新型コロナウイルス感染症の感染拡大

の勢いは凄まじく、あっという間にパン

デミックとなりました。最近やっと感染

者数の減少傾向を認め、５月 25日には全

国で非常事態宣言が解除されたところで

す。しかし、今後第２波到来の可能性が

あり、まだまだ予断を許さない日々が続

いていくと考えられます。皆様方におか

れましては感染防止対策をどのようにさ

れていますでしょうか？

　前回の広報誌「再春」においてご案内申

し上げました当院主催の第 42回九州地区

重症心身障害研究会ですが、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大の影響により、

残念ながら３月７日（土）の開催を延期さ

せて頂きました。本研究会は２年後の令

和４年３月５日（土）に開催予定ですの

で、改めてご案内申し上げたいと思いま

す。また、６月６日（土）に開催予定であ

りました当院主催の「第 12 回医療連携の

集い」も、本年度は中止することを決定し

ました。このように、新型コロナウイル

ス感染症は院内外において甚大な影響を

及ぼしています。

　当院は平成 31 年４月より病院名を「独

立行政法人国立病院機構熊本再春荘病院」

から「独立行政法人国立病院機構熊本再春

医療センター」に名称変更して早１年が経

過しました。昨年９月に８階建ての新本

館棟の運用を開始し、今年３月に旧東西

病棟を管理棟に改修し移転しました。今

年度は半年間かけて旧外来棟の解体と駐

車場の整備を行い、11 月にグランドオー

プンを迎える予定です。これまで同様に

政策医療を推進する一方で、熊本県北部

地域の救急急性期医療を担う中核病院と

して努めていきますとともに、地域医療

の更なる発展に貢献していく所存でござ

います。

　昨年 10月より半年間にわたり常勤医が

不在となっていました循環器内科ですが、

熊本大学病院循環器内科　辻田教授のご高

配により、今年度より常勤医２名（外牧

潤　循環器内科部長、久保田　雄二　循環器

内科医師）が着任致しました。４月から循

環器内科疾患全般の診療に加え、心臓カ

テーテル検査・治療、心臓リハビリテー

ションを再開しましたので、患者さんのご

紹介を何卒よろしくお願い申し上げます。

　今年度も当院は熊本県地域医療支援病

院、熊本県指定がん診療連携拠点病院、

熊本県難病診療分野別拠点病院、そして

熊本県地域医療連携ネットワーク拠点病

院として、責任ある地域医療への貢献に

努めてまいりますので、皆様方には今後

とも変わらぬご支援とご指導を賜ります

ようお願い申し上げます。

ご  挨  拶
病院長　上山　秀嗣
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　令和元年６月に新本館棟新築のⅡ期工事が完成

し、移転が完了した令和元年９月よりⅢ期工事が始

まりました。

　Ⅲ期工事は二段階に分かれており、旧東西病棟を

新しい管理棟へ改修する工事と、旧東西病棟改修

後、移転後に使用しなくなった管理棟、外来棟、手

術棟、放射線棟などの旧建物を解体し、整地した後

に駐車場を整備する外構工事、Ⅱ期工事で完成した

新本館棟の西側に正面玄関前のロータリーを造る工

事となっています。

　今回は、Ⅲ期工事の前半部分となる旧東西病棟の

新管理棟改修工事についてお知らせします。

　まず工事概要ですが、旧東西病棟は６つの病棟と

リハビリ、療育指導部門、看護師更衣棟などが入っ

ていましたが、今回の改修で東棟１階に売店、食

堂、イートインコーナー、西棟１階に療育指導部門

と生活支援棟の機能を移転、東棟２階に医局と看護

部更衣棟、西棟２階に医局と治験管理室、臨床研究

部、東棟３階に院長室、応接室、事務室などの管理

部門、西棟３階に会議室と診療情報管理室、医療安

全・感染管理室、教育研修室、東西４階は倉庫や実

習生の更衣室などを設ける内容となっています。

　部屋、廊下などの内装を解体し、天井、床、壁な

どを改修して新しい間取りにあわせた各部屋を造っ

ていきました。特に設備関係では、冷温水を使った

ファンコイルユニットによる冷暖房から部屋ごとの

エアコンにかわりました。

　残念ながら、すべてを一新することはできず、一

部については既存のままとなっています。

　外装はそれほどの変化はありませんが、外壁を新

本館棟に合わせて白く塗装を行っています。タイル

部分については、そのまま残ることになりました

が、補修を行い、洗浄して綺麗になっています。

　工事は令和元年９月から令和２年２月までの６ヶ

月間で、２月 19 日から 21 日にかけて機構本部に

よる部分完成検査が行われ、３月２日に建物の引き

渡しとなりました。

　引き渡し後に今年度２度目の引越しを行い、建物

の新築、改修関係は完了しています。

　現在は、旧建物の解体に入っていましたが、新

型コロナウイルス感染症拡大の影響で工事が一時

中断になるなど、工事の進捗に若干の影響を受け

ています。

　今のところ計画どおり令和２年 10 月には全工事

が完了する見込となっていますが、最後まで管理、

施工業者と調整しながら無事工期内に工事が完了で

きるよう進めていきたいと考えています。

新管理棟西（旧西病棟）外観

企画課長　橋本　和明

病院建替え工事（Ⅲ期工事）の進捗状況

西棟１階　生活支援棟ホール

東棟１階　イートインコーナー
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　当院は熊本県の難病診療分野別拠点病院であり、熊本県域の神経筋萎縮性側索硬化症（ALS）医療

の中核的役割を担っています。６階病棟ではALSのほかパーキンソン病、多系統萎縮症、クロイト

フェルトヤコブ病などの慢性期から終末期の患者さんや、協力病院の要請に応じて合併症を有する高

度な医療を要する神経難病患者さんを受け入れています。平成 21年にはALSセンターが設置され、

より高度で専門的な対応ができるように取り組みを行っています。神経筋難病病棟の特徴として、神

経筋難病では発病初期は、しびれや動きにくさ、筋力の低下などから始まり、いろんな病院を受診さ

れたあと、精査・診断されることが多く、病状が徐々に進行していきます。その中で、患者さんやご

家族は、胃瘻造設や人工呼吸器装着などの延命治療に関することや、緩和ケアを進めていくのかなど

意思決定をしていかなければなりません。医療者である医師、看護師は患者さんやご家族の意向を常

に確認しながら意思決定支援を多職種と協力して行っています。

　また自宅での生活を希望される患者、家族には在宅療養支援として、自宅での介護における技術指

導や退院カンファレンスを開催し地域との連携を図っています。また自宅での生活が長く行えるよう

家族の介護疲れを軽減できるためのレスパイト入院を受け入れており、登録者数も現在 70名程度と

増加しています。また災害時の緊急避難入院受け入れ体制をとり、地域とも連携しながら、患者さん

のQOLの充実や、安心して安全な在宅療養ができるように、人工呼吸器装着患者も含めて支援を

行っています。

　最近の傾向として、ALS患者の機能障害抑制を

目的とするエダラボン点滴治療が導入されており、

少しでも病状の進行が抑えられるように患者さん

に計画的に治療ができるように支援しています。

　神経難病を患った患者さんは身体的精神的社会

的にいろんな苦痛やストレスを感じながら生活を

しています。その中で新たな治療の開発や社会の

状況が変わっていく中で、少しでも患者さんの思

いに寄り添った支援ができるよう病棟スタッフ一

同頑張っていきたいと思います。

病棟・部門
紹介

No.7 ６階病棟看護師長

山田　理恵
６階病棟のご紹介

開放型病院登録医紹介開放型病院登録医紹介

みやの小児科
院長／高島  健二

診療内容／小児科、内科
診療時間／ 9：00～12：30
　　　　　14：30～15：00（予防接種）（土曜日は13：30～15：00）
　　　　　15：00～18：30（土曜日は15：00～16：00）

合志市幾久富1866-513
TEL 096-248-5800 FAX 096-248-6831

　みやの小児科  高島院長先生には、平成 23年７月より当院開放型病院登録医と
して、多くの患者さまを紹介いただいております。
　合志市幾久富に開業され、地域の多くの患者さんの診療をされております。①丁寧
でわかりやすい説明　②正確な診察、診療　③お子さんが安心できる楽しい環境提
供　を基本方針に、患者さんの生活の質（Quality of Life）を損なわない治療の提
供に努められております。
　また、特色としまして、日曜午前中の診療も行っておられます。

診　察　日
9時00分～12時30分
14時30分～15時00分

（予防接種）

15時00分～18時30分

月
○
○
○

火
×
×
×

水
○
○
○

木
○
○
○

金
○
○
○

日
○
×
×

土
○
△
△

※土曜日の予防接種は13：30～15：00、土曜日の午後の診察は15：00～16：00です。 みやの小児科

泉が丘市民センター
泉が丘支所

ドラッグコスモス

県道316号

県道231号

県道
49号

至 光の森龍田町弓削
交差点

南ヶ丘小学校コメダ珈琲

武蔵塚駅

県道49号
至 

熊
本
市

至 

大
津
町
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　臨床検査科は科長（医師）１名、臨床検査技師 15 名、検査事務助手１名、総勢 17 名のスタッフで業
務に取り組んでいます。検査科理念としましては迅速かつ精度の高い良質な検査データの提供に努め、
患者さん中心の医療提供を目指しています。
　当科は、生理検査部門、検体検査部門、輸血検査部門、病理部門、細菌部門と多くの部門から構成さ
れ、分野ごとに認定資格を有する臨床検査技師が業務を担当しています。
　生理検査部門では年間約１万８千件の検査を行い、とくに脳波検査は国立病院機構施設の中でも症例
数が多く成育医療や神経疾患診断に貢献しています。また　昨年度、肺機能診断装置が新しく更新され
ました。検査時の患者負担を少なくすべく測定機器の整備、技術の向上に努めています。さらに近年注
目されている POCT（臨床現場即時検査）にも「心電図検査」「超音波検査」を中心に取り組んでいます。
ベッドサイドや診察室に出向いて検査を行いリアルタイムにデータを提供します。患者さんの負担が軽
減されるほか結果報告までの時間が短縮され迅速な診療につながります。これ
からは多くの施設で取り入れられる検査スタイルと思われます。
　検体検査部門では年間約 80 万件の検査を行い、「精度保障施設」の認定を受
け質の高い検査結果を提供しています。院内で実施するすべての検査項目は医
療法で定められた「標準作業手順書」を遵守し測定を行っています。使用する試
薬や消耗品、測定機器の作業記録も細かく記録管理しています。病理検査部門
は熊本大学病理と連携して、地域がん診療連携拠点病院の一端を担っています。
　チーム医療の実践としましては栄養サポート（NST）、感染対策
（ICT）、糖尿病教室の講師として診断支援にも関わっております。
また、夜間や休日診療に応えるための検査体制も整え、診療支援を
行っています。昨年９月より新病院での運用をしておりますが、以
前と比べ外来診療科や採血室との移動
距離が短縮され患者さんにとって診療
環境も向上したのではないでしょうか。
　これからも、患者さんにとって安心
で安全な医療を提供しサービスの向上
に努めてまいります。

病棟・部門
紹介

No.8 臨床検査科のご紹介 臨床検査技師長

園田　敏雅

開放型病院登録医紹介開放型病院登録医紹介

なみかわ小児科
院長／並河  紳

診療内容／小児科
診療時間／ 8：30～12：00
　　　　　13：30～14：00（予防接種）
　　　　　14：00～17：30（土曜日は14：00～15：30）

菊池郡大津町室959
TEL 096-293-1163 FAX 096-293-0751

なみかわ小児科

立体交差

立体交差

県道30号

国道57号至 熊本市 至 阿蘇市

国
道
325
号

菊池広域連合
消防本部

大津警察署

熊本セントラル病院

スーパーミカエル

　なみかわ小児科  並河院長先生には、平成 23年７月より当院開放型病院登録医
として、多くの患者さんをご紹介いただいております。
　平成２年に大津町室に開業され、地域の多くのお子さんの診療をされております。
また、平成 30年に診療所のリフォームをされ、現院長の 並河  紳 先生に医院継承
されております。新しくなった診療所では内装にも様々な工夫がされており、ますま
すお子さんにも親しみやすい診療所となっております。

診　察　日
8時30分～12時00分
13時30分～14時00分

（予防接種）

14時00分～17時30分

月
○
○
○

火
○
○
○

水
○
○
○

木
○
×
×

金
○
○
○

日
×
×
×

土
○
○
△

※土曜日の午後の診察は14：00～15：30です。
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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の
感染拡大の影響により、開催が中止となった
イベントについて

次回開催について

社会福祉法人 志友会  くまもと芦北療育医療センター
社会福祉法人 志友会  くまもと江津湖療育医療センター
独立行政法人国立病院機構  菊池病院

共　催

日　時 令和２年３月７日（土） 9：40～16：30
場　所 熊本市民会館　シアーズホーム夢ホール

日　時 令和２年６月６日（土） 18：30～21：00
場　所 ホテル日航熊本

特別講演 「重症心身障害児・者の在宅支援について」
島田療育センターはちおうじ 所長　小沢  浩 先生

主　催 独立行政法人国立病院機構　熊本再春医療センター

日　時 令和４年３月５日（土）開催予定
場　所 熊本市民会館
特別講演 「重症心身障害児・者の在宅支援について」

島田療育センターはちおうじ 所長　小沢  浩 先生
主　催 独立行政法人国立病院機構　熊本再春医療センター

❶第42回九州地区重症心身障害研究会

❷第12回熊本再春医療センター「医療連携の集い」

日　時 令和３年６月５日（土）開催予定  18：30～21：00
場　所 ホテル日航熊本

❷熊本再春医療センター「医療連携の集い」

❶九州地区重症心身障害研究会



統括診療部　整形外科医師
唐田　宗一郎統括診療部　循環器内科部長

外牧　潤

統括診療部　整形外科医長
堀川　朝広

統括診療部　循環器内科医師
久保田　雄二

統括診療部　整形外科医師
関　昭秀

統括診療部　脳神経内科医師
山崎　義宗
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統括診療部　呼吸器内科医師
宮﨑　蒼

統括診療部　小児科医師
橘　秀和

統括診療部　小児科医師
北村　由希子

外来　看護師長
嶋井　久美子

４階病棟　看護師長
藤本　亮一

７階病棟　看護師長
遠藤　優希

看護部　副看護部長
筒井　三記子
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